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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 13,106 △9.1 △390 － △357 － △311 － 

30年３月期第１四半期 14,420 1.8 492 △50.4 621 △30.9 4,845 785.3 
 
（注）包括利益 31年３月期第１四半期 97 百万円 （△98.3％）   30年３月期第１四半期 5,787 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第１四半期 △12.77 － 

30年３月期第１四半期 167.51 166.55 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第１四半期 75,146 57,969 75.5 2,322.90 

30年３月期 82,931 58,580 69.2 2,350.48 
 
（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 56,762 百万円   30年３月期 57,382 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 
31年３月期 －         
31年３月期（予想）   40.00 － 40.00 80.00 

 
（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 75,000 12.2 4,000 26.1 5,000 22.1 3,000 △58.8 122.88 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 26,506,321 株 30年３月期 26,506,321 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 2,070,414 株 30年３月期 2,093,217 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 24,415,353 株 30年３月期１Ｑ 28,928,280 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、政府及び日本銀行によ

る各種施策効果などから引き続き緩やかな回復が期待されますが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影

響には留意が必要な状況が続いております。

建設業界におきましては、住宅建設が弱含んでいるものの公共投資は底堅く推移しておりますが、為替動向及び

労働需給の引き締まりによる原材料価格や労務費の高騰懸念など、厳しい競争環境ともあいまって予断を許さない

状況にあります。

このような環境の下、当社グループでは、前連結会計年度より第６次中期経営計画をスタートし、人財とＩＣＴ

への投資による働き方改革とＬＣトータルソリューションの高度化に取り組むとともに、コンプライアンスの徹

底、安全品質管理の強化を図り、“お客様のニーズにワンストップでお応えする「総合エンジニアリングサービス

企業」”としての長期的かつ安定的な事業の継続と発展を目指して取り組んでまいりました。

受注高につきましては、169億5百万円（前第１四半期連結累計期間比3.4％減）となりました。 

売上高につきましては、131億6百万円（前第１四半期連結累計期間比9.1％減）となりました。 

利益につきましては、営業損失は3億90百万円（前第１四半期連結累計期間 営業利益4億92百万円）、経常損失は

3億57百万円（前第１四半期連結累計期間 経常利益6億21百万円）となりました。また、親会社株主に帰属する四半

期純損失は3億11百万円（前第１四半期連結累計期間 親会社株主に帰属する四半期純利益48億45百万円）となりま

した。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は、751億46百万円（前連結会計年度末比77億84百

万円減少）となりました。その内訳は、流動資産428億94百万円（前連結会計年度末比81億20百万円減少）、固定

資産322億51百万円（前連結会計年度末比3億36百万円増加）であります。

資産減少の主な要因は、前連結会計年度末より現金及び預金が53億50百万円増加したものの、受取手形・完成工

事未収入金等が119億21百万円減少したためであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における当社グループの負債総額は、171億76百万円（前連結会計年度末比71億73

百万円減少）となりました。

負債減少の主な要因は、前連結会計年度より支払手形・工事未払金等が67億25百万円減少したためであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における当社グループの純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失3億11百万

円を計上したこと等により、579億69百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表した予想以降は変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,669 18,020 

受取手形・完成工事未収入金等 32,065 20,144 

有価証券 1,500 500 

未成工事支出金等 802 969 

その他 3,990 3,274 

貸倒引当金 △12 △13 

流動資産合計 51,015 42,894 

固定資産    

有形固定資産 740 719 

無形固定資産 158 154 

投資その他の資産    

投資有価証券 26,631 27,019 

その他 4,417 4,391 

貸倒引当金 △32 △32 

投資その他の資産合計 31,016 31,377 

固定資産合計 31,915 32,251 

資産合計 82,931 75,146 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 18,375 11,649 

未払法人税等 356 99 

未成工事受入金 630 682 

賞与引当金 1,242 425 

完成工事補償引当金 128 139 

工事損失引当金 421 387 

その他 1,694 2,183 

流動負債合計 22,848 15,565 

固定負債    

退職給付に係る負債 878 879 

その他 623 731 

固定負債合計 1,501 1,611 

負債合計 24,350 17,176 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,753 5,753 

資本剰余金 6,028 6,028 

利益剰余金 45,648 44,589 

自己株式 △4,535 △4,483 

株主資本合計 52,894 51,887 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,201 5,567 

退職給付に係る調整累計額 △712 △693 

その他の包括利益累計額合計 4,488 4,874 

新株予約権 170 157 

非支配株主持分 1,027 1,049 

純資産合計 58,580 57,969 

負債純資産合計 82,931 75,146 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 14,420 13,106 

売上原価 12,030 11,584 

売上総利益 2,389 1,522 

販売費及び一般管理費 1,897 1,912 

営業利益又は営業損失（△） 492 △390 

営業外収益    

受取利息 11 8 

受取配当金 107 117 

その他 34 34 

営業外収益合計 153 160 

営業外費用    

持分法による投資損失 23 119 

その他 1 6 

営業外費用合計 24 126 

経常利益又は経常損失（△） 621 △357 

特別利益    

投資有価証券売却益 4,523 － 

特別利益合計 4,523 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
5,144 △357 

法人税、住民税及び事業税 55 73 

法人税等調整額 219 △115 

法人税等合計 275 △41 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,869 △315 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
23 △3 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
4,845 △311 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,869 △315 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 847 415 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

退職給付に係る調整額 17 22 

持分法適用会社に対する持分相当額 52 △24 

その他の包括利益合計 917 413 

四半期包括利益 5,787 97 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,752 74 

非支配株主に係る四半期包括利益 34 23 

 

- 6 -

日比谷総合設備㈱（1982）平成31年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に

表示しております。
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